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　迫町新田に住む渡邊裕子さんは就農２年目。夫婦の勤務時間がまちまちなので家族一緒の時間を

過ごしたいと、夫に相談「それなら好きな野菜を作ってみたら」との一言で決断、しかし嫁ぎ先は

非農家で農地がありません。県庁に電話したところ改良普及センターを紹介され指導・助言を受

け､新規就農希望者として農業委員会からも農地の紹介・斡旋と全面的なバックアップがありまし

た。

　昨年は、南方のぶどう農家さんで研修しながら、借用農地でトマトなどの野菜栽培に挑戦し、

直売所での販売や摘み取り体験を実施しました。今年は、新たに農地を取得し、パイプハウス４棟

でブドウ・ブル－ベリ－・ミニトマト・露地アスパラガスの栽培と、とても意欲的です。

　将来は子育てママと一緒に働ける楽しい会社にしたいと夢を語ってくれました。

担当：三塚　芳毅 委員　

わたなべ ゆう こ

娘さ
んが
トマトの収穫をお手伝い娘さ

んが
トマトの収穫をお手伝い

子供達の笑顔と一緒に



利用状況調査にご協力を
　農地の利用状況を確認するとともに、遊休農地と農地の違反転用の実態を

把握し、その防止や解消につなげることなどを目的に、農地利用状況調査（農

地パトロール）を実施します。

　今年は、７月中旬から９月中旬まで、農業委員、農地利用最適化推進委員、

農地利用状況調査員が市内の農地を調査します。耕作放棄地や不作付け地な

どの遊休農地は、有害鳥獣や病害虫の発生の原因になるなど、周辺地域の営

農をはじめ、生活環境にも悪影響を及ぼす恐れがあり、これらの解消につなが

る重要な調査となります。調査の際は農地に立ち入り、状況写真を撮影するこ

ともありますのでご理解とご協力をお願いします。

　令和６年６月に食料・農業・農村基本法が２５年ぶりに改正。特に食料安全保障を基本的理念と位置付けたうえで、

「良質な食料が合理的な価格で安定的に供給され、国民一人ひとりがこれを入手できる状態」と定義されました。

　登米市でも１０年後の将来を見据えた地域計画が公告されました。これらを踏まえ農業委員会では次の重点４項

目について、具体的な意見要望書をとりまとめ、令和７年３月市と議会へ提出しました。

① 農地利用の集積集約化について

② 遊休農地の発生防止解消について

③ 新規参入の推進について

④ 地域における農業を取り巻く問題点

～今後の地域計画～

　市の政策に確実に反映していただく

ようお願いしました。

　　　　　担当：門馬　一郎 委員

市と議会へ意見書を提出

農業委員会で許可などを行った面積農業委員会の調査による遊休農地
令和６年度　遊休農地状況

迫　町

登米町

東和町

中田町

豊里町

米山町

石越町

南方町

津山町

合　計

迫　町
登米町
東和町
中田町
豊里町
米山町
石越町
南方町
津山町
合　計
件　数

22.3 ha
4.1 ha
5.4 ha
10.7 ha
5.4 ha
6.4 ha
4.1 ha
9.8 ha
0.2 ha
68.4 ha
146件

農地法第３条

0.1 ha
0.0 ha
0.2 ha
0.2 ha
0.1 ha
0.1 ha
0.0 ha
0.2 ha
0.0 ha
0.9 ha
16件

0.7 ha
0.5 ha
1.3 ha
2.6 ha
0.2 ha
2.5 ha
0.6 ha
1.3 ha
0.1 ha
9.8 ha
105件

127.6 ha
37.9 ha
30.3 ha
181.9 ha
76.0 ha
195.5 ha
77.4 ha
154.8 ha
0.4 ha

881.8 ha
1,267件

104.5 ha
33.3 ha
23.4 ha
168.4 ha
70.3 ha
186.5 ha
72.7 ha
143.5 ha
0.1 ha

802.7 ha
1,000件

荒廃農地
（再生可能） 山林原野化 合　計

20.2 ha

3.1 ha

5.2 ha

5.2 ha

6.0 ha

3.7 ha

3.2 ha

9.1 ha

8.2 ha

63.9 ha

64.2 ha

13.9 ha

29.7 ha

20.3 ha

9.3 ha

23.8 ha

17.9 ha

27.6 ha

24.8 ha

231.5 ha

84.4 ha

17.0 ha

34.9 ha

25.5 ha

15.3 ha

27.5 ha

21.1 ha

36.7 ha

33.0 ha

295.4 ha

耕作目的の売買・
貸借等

農地法第４条
所有者自身による
農地転用

農地法第５条
権利異動を伴う
農地転用

農業経営基盤
合　計認定農業者等へ

の売買・貸借等

令和６年度　農地許可申請の審議実績

調査の様子調査の様子



農業委員会委員親睦会研修会を開催
　２月１４日中田庁舎旧議場において、委員親睦会の研修会が開催されました。
　講師に参議院議員の桜井充氏を招き、「食料安全保障と農業の役割・持続可能な農業を目指して」と題して１時間
超に渡って熱く語っていただきました。
　農業委員２４名、農地利用最適化推進委員３０名は、今の厳しい農業情勢の中ではありますが先を見据えた農業を
知ることができました。

担当：五十嵐　幸喜 委員　

農業者年金を受給されている方は、現況届をあなたの住所地
にある総合支所又は農業委員会に、必ず提出してください。

現況届は、受給権者又は代理人が、
署名・記入して、6月中に総合支所
又は農業委員会に提出してくださ
い。
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　農業者との
意見交換会が

、1月17日、
中田町宝江ふ

れあいセンタ
ーで開催され

ました。農業
者、関係機関

、

農業委員が参
加し、活発な

意見交換が行
われました。

　若手農業者
の積極的な参

加が目立ち、
今後の農業を

担う世代の熱
意が感じられ

ました。

　主な意見と
しては、適正

な農地の賃貸
借料金の設定

、

農地の集積化
、担い手不足

への対策、改
良区費の高騰

への補助、鳥
獣被害対策の

強化、登米市
の農業の魅力

発信などがあ
げられました

。

　今回の意見
交換会は、地

域農業の現状
と課題を共有

し、解決に向
けた第一歩を

踏み出す貴重
な機会となり

ました。

　今後も、関
係機関と農業

者が連携し、
持続可能な農

業の発展を目
指していくこ

とが期待され
ます。

　登米市の農
業が、より魅

力的で活力あ
る産業へと成

長していくた
めに、関係者

一丸となって
取り組んでい

くことが重要
だと思います

。 　
担当：髙橋 健

之委員

　令和７年３
月末を目標に

作成される

地域計画。

　今年度は令
和６年６月2

4日から令和

６年７月10日
の間で、作成

に向けた協

議の場が開催
されます。

　５年後、10
年後の農地は

誰が利用し、

どうまとめて
いくのか。地

域の方の意

見で作成する
のが地域計画

です。

　登米市産業
経済部から区

長配布で周

知があります
ので、まだ参

加したこと

がない方も是
非参加しまし

ょう！

農業者との意見
交換会

～地域における
農業を取り巻く

問題点～農業者との意見
交換会

～地域における
農業を取り巻く

問題点～

登米市農業委
員会だより

登米市農業委
員会だより
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地域計画作成
の協議の場に

参加しましょ
う！！
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　今春、宮城県農業大学校「園芸部花き専攻」を卒業し､
親元就農した迫町佐沼の安達蒼真さん。祖父の嘉壽治さんが
花き栽培のために建設した鉄骨ハウスを父の建治さんが引継
ぎ、40ａの面積で花きを栽培しています。夏はスプレーギク、
冬はストックのローテーションを組んでいるそうです。
　気を付けていることを伺うと「天候によって開花時期がず
れないよう、播種・定植時期に気を配っています」とのこと。
近年の猛暑が経営に影響を及ぼさないように考える姿は、
とても頼もしく感じました。
　大学校在学中は優秀な成績を評価され、宮城県知事から表
彰された蒼真さん。大学校で習得した栽培技術を経営に活か
し、面積の拡大を図りながら人と環境にやさしい農業を目指
したいと話してくれました。

担当：浅野 和宏委員　

あ  だち そう ま か　ず　じ

けん じ

迫町佐沼の
新規就農者

安達蒼真さ
ん迫町佐沼の

新規就農者

安達蒼真さ
んあ　  だ 

ち そ う　
 ま

あ　  だ 
ち そ う　
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登米市農業委員会だより
未来の後継者へ
未来の後継者へ お米名人になろう！

お米名人になろう！
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　石越町の農事組合法人ダイヨン代表理事組合長千葉辰雄さんは、石越小学校から田んぼでの

米づくりの体験をさせたいという依頼を受け、第４地区のみなさんと米づくり学習「お米名人に

なろう！」を実施しました。　今年度は３、４年生５４名を対象に、農業・農作業の進化についても伝えたいと、１０アールの

水田を活用し、種まき、田植え、稲刈りの手作業体験学習とトラクターや田植機、コンバインな

どの農業機械による作業の見学学習を行いました。

　田植えでは子どもたちが素足で作業することを考慮して、足がとられないように水田を浅く

耕起したり、地区のみなさんが足洗いを手伝ったり、稲刈りでは班ごとに責任者と刈る順番を決

めるなど、子どもたちが安全で楽しく活動できるようきめ細かな配慮がされていました。

　小学校の収穫祭に招かれた千葉さんは、子どもたちの「お米作り楽しかったよ。」「自分たち

で作ったお米のおにぎりおいしいね。」「お代わりします。」という声と笑顔に、今後もこの活動を継続して、より多く

の子どもたちに米作りへの関心をもってもらい、その中から未来の後継者が生まれてくれたら嬉しいと話してくれま

した。
　子どもたちは自分たちが育てたお米を２合ずつ頂いて持ち帰りました。お家でもお米づくりの会話が弾んだことで

しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：小野寺 鉄子委員

ち　 ば　たつ お

千葉　辰雄さん
千葉　辰雄さん

ち　 ば　　　  たつ　お

農業者年金加入者を紹介します！！

県農業委員会だよりコンクールで優秀賞

お米の量　Q＆A
備蓄米の100万ｔってどれくらい？

　和也さんは、１０年間勤めていた団体職員を６年
前にやめて就農しました。
　現在は、父親と二人で水稲１０ヘクタールの経営
を営む一方、整備士の経験を活かし委託された農業
機械の整備を行っています。
　これからは認定農業者となり、面積の拡大を図っ
ていきながら地域の担い手になっていきたいと話し
てくれました。農業者年金については地元の農業委
員さんから詳しい制度の説明を受け、老後のために
加入しました。
　今後の農業者としての活躍を期待します。
　農業委員会では、農業者年金の加入推進を行って
います。詳しい内容につきましては、農業委員・農
地利用最適化推進委員・農業委員会事務局までお問
い合わせをお願いします。

担当：浅野　和宏 委員　
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優 秀 賞

迫町森　佐 藤 和 也さん
さ　 とう　かず　  や

　宮城県農業会議の令和６
年度農業委員会だよりコン
クールにおいて優秀賞を受
賞しました。これも取材に
ご協力いただいた皆様､そ
していつもご愛読いただい
ている市民の皆様のおかげ
です。改めて感謝申し上げ
ます。

 今後も皆様に広く情報を提供できるよう紙面作りに精進して
まいりますのでよろしくお願いいたします。ご意見ご感想をお
待ちしています！

　１人あたり１日２杯のご飯を食
べると１ヶ月でのお米の消費量は
約５㎏。日本の人口は約１億２千
万人だから、１ヶ月に６０万ｔ消
費している計算になるね。１００
万ｔは約２ヶ月で消費される量。
多く感じるかな？少なく感じるか
な？ちなみに昨年１年間の生産量
は６７９万ｔだったぞ。
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